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第１回学校運営協議会
６月１５日に第１回学校運

営協議会が開催されました。
学校運営協議会は、学校運営
への必要な支援に関する協議
等を行う会議です。授業の様
子や学校施設等の参観後、協
議に入りました。校長が学校
経営方針について説明し、全
会一致で承認されました。
「中学校に女子生徒更衣室は必要だ。新設してほしい」、
「学習環境を悪化させないために、隣接地への校地拡幅
を検討してほしい」、「福祉機関や医療機関と連携して、
生徒や保護者の支援をする町費ＳＳＷ（スクール・ソー
シャル・ワーカー）を任用してほしい」の３点が協議会
の意見として教育委員会に提出されました。
また、「英語など先生と一緒に明るい雰囲気で学習し

ていて、自分たちの時と比べてうらやましいと思った」
などの感想も聞かれました。

―令和３年度学校運営協議会委員―
中熊博明 様（会長） 佐藤智子 様（副会長）

松本勝利 様 沖田昌史 様 德永廣敏 様 成瀬徳晃 様
明月聖矢 様 奥村雄治 様 小沢昌雅 様 上益城郡中体連大会

６月２６日、２７日に郡中体連大会が開催され、生徒たち
は御船中の代表として、スポーツマンシップにのっとったす
がすがしい態度で試合に臨んでいました。
《団体上位入賞》
○女子バレーボール：３位
○男子バスケットボール：２位 ○軟式野球：３位
○男子卓球：優勝 ○剣道男子：３位
○男子ソフトテニス：優勝 ○女子ソフトテニス：優勝
○男子テニス：２位 ○女子テニス：優勝
《個人上位入賞》
○卓球男子個人３位：坂下翔麻
○柔道男子個人６０㎏級２位：加納孝哲
同６６㎏級１位：磯田蒼真 同９０㎏級１位：加納正慈
同９０㎏超級１位：牧山雄登
○テニス男子シングルス優勝：加来涼馬
同ダブルス３位：岩永伊吹・井藤獅雄
○テニス女子シングルス２位：田上碧海 ３位：佐藤こころ
同ダブルス優勝：井戸智蓮・本田愛翔 ３位：緒方満都・
中村友美
○空手道男子個人形優勝、同組手３位：乃村風儀
○水泳男子５０ｍ自由形、同１００ｍ優勝：福味昴一
女子５０ｍ自由形、５０ｍ平泳ぎ、１００ｍ平泳ぎ
優勝：田上遙菜

授業力向上に向けての取組
御船中では学力向上のために生徒が「分かる」「できる」

「興味が高まった」と実感する授業作りを行っています。

さらに、小学校・中学校９年間を展望した学力向上を目

指し、昨年度から小学校と連携して、御船版「熊本の学

び」ＳＭＡＲＴな授業実践に取り組んでいます。

６月３０日に中山晶貴教諭に

よる英語の研究授業と授業研究

会を行いました。研究授業は１

年３組で行われ、生徒が主体と

なったＳＭＡＲＴな授業が展開

されました。授業後の研究会の

冒頭では生徒がインタビューと

いうかたちで参加しました。学習者の目線での感想が聞

かれ、今後の授業作りに大いに参考になりました。今後

も全職員が一丸となり、生徒の学力向上のため、授業力

向上に努めていきます。

いじめ予防講演会
６月２３日にいじめ予防講演会

を実施しました。月出・長嶺法律

事務所の立山弁護士を講師に招

き、弁護士として法律の専門的な

立場から講演をしていただきまし

た。

弁護士の仕事内容や記章のひま

わりや天秤の意味の説明にはじまり、いじめについて、法的

な解釈から絶対に許されないことの話がありました。

生徒の感想では「いじめが犯罪になるということを初めて

知った」、「いじめをするのではなく、止められるように心掛

けていく」「自分の言動が最後の一滴になって、相手の心の

コップ水を溢れさせないようしたい」などの感想が聞かれま

した。生徒たちは、いじめをしない、許さない、見過ごさな

い態度の大切さを認識し、校内からいじめをなくそうという

意識を高めていました。

環境が人をつくる
校長 作田潤一

今年は観戦人数を制限したうえで郡中体連が

開催されました。御船中の生徒たちは精一杯の

競技を展開してくれました。惜しくも優勝旗に

は手が届かなかった種目でも試合終了まで諦め

ない姿が各会場で見られました。そして、団体

競技６種目で県大会出場の成績となりました。

出場種目数は平成19年度と並ぶ歴代最多です。

御船中の生徒が運動部活動の締めくくりとな

る大会で力を発揮できた原因の一つを、心と体

のコンデションづくりが上手くいったからでは

ないかと考えます。技術を支える心の持ち方が

試合の流れを変えることが中学生の試合では多

くあるからです。

６月に来校された多くの方から、通学自転車

やトイレのスリッパ、廊下の雑巾かけの整列、

中庭や玄関付近など、校内の環境整美を褒めて

いただきました。職員と生徒が協力して落ち着

いた環境づくりに取り組んでいるところです。

環境づくりが落ち着いた学校生活を生み、緊張

する大会本番でも平常心を保って、ミスした後

も次のプレーに集中できたのではないかと、い

くつかの競技を応援して感じました。

役場職員の方のシンボルロードの除草ボラン

ティアなどに感化されて、ＪＲＣ委員会のクリ

ーンボランティアも先月から始動しました。昨

年度当初に比べて、運動場等を含めた校内や学

校周辺に落ちているゴミの数も減ってきまし

た。“環境が人をつくる その環境は人がつく

る”と言います。生徒、教職員、地域の皆様と

協力して、豊かで逞しい心を育む環境整美に、

さらに取り組んで参りたいと考えます。


